
明日の１１月２３日は、生徒の皆さんもよく知っているとおり、「勤労感謝の日」です。文字通り、「勤労」、

つまりは働く人々が互いに「感謝」し、仕事は大事であるものと重んじて、その生産を祝って成果を喜ぶ日と

されています。ところで、これから先の１０年後、あるいは、２０年後には、今の社会にある仕事（職業）の

うちの半分以上は、他の仕事（職種）に代わってしまうのではないかと言われています。つまり、技術の革新

によるロボットの活用やＡＩ（人工知能）による機械化がより一層進んでいき、インターネット上でやりとり

される仕事が増えていくとの報告がなされています。実際に様々な企業では、テレワークによる自宅での業務

が促進されていたり、都心に偏ることなく地方創成を進める企業が増えたり、また、以前にはなかった職業、

例えば「ユーチューバー」や「ｅスポーツ（エレクトロニック・スポーツ）選手」などがあります。しかしな

がら、確かに技術の革新には目を見張るものがありますが、実際にその機械化を進めている社会で重要なこと

は一人ひとりの人間の能力的な向上が必要であり、「ユーチューバー」や「ｅスポーツ選手」も、操作している

のは人間自身なのです。そこには、これまで以上に独創的な発想が必要であり、より高度な知識がなければ、

それぞれの職業が成立しないことは言うまでもないはずです。１０年後、２０年後の社会は、生徒の皆さんが

その社会の中心となって活躍している時代です。その時代に向けて必要な力、それは知識に加えて、思考力や

判断力、表現力、そして、学びに向かう力であると言われています。学習の基礎・基本となる各教科の知識を

しっかりと蓄え、自らが主体となって考えだそうとする力、善悪の判断だけ 

でなく「合理的に物事を進めることができているのか」といった場面に応じ 

て的確に決断していく力、自分の考えを文字や言葉、あるいは、絵や作品、 

音楽、ダンスやスポーツといった身体を使って伝える力、なぜ、どうずれば 

といった探求心を伴った物事を自らの力で解決しようとする力などが必要と 

されているのです。日常の学校生活を何よりも大切にしながら、将来社会で 

貢献できる人となるための学びをしっかりと習得してもらいたいと考えます。 

◆ 働くための力 
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明後日より、期末テストが始まります。テストの結果によって一喜一憂する光景はよく見られることです。

しかし、本当に大事なことは点数による結果なのでしょうか。期末テストに向けて、どれだけ十分な準備をす

ることができたのか、あるいは、準備は怠らなかったつもりだが解くことができなかった問題が思ったよりも

たくさんあったのはなぜなのか。テストを受ける前には、まずは自分自身の課題としっかり向き合うことがと

ても大事なことです。テストが終わり、返却されてきたときには、自分自身が積み重ねてきた時間を今一度振

り返ることも大切なことです。残された時間の中で、自分にとっての１００点満点（テストの点数が１００点

とは意味が違います）をめざして、できる限りの準備を進めてもらいたいものです。 

◆ 期末テストに向けて 

 


